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樫 井の 戦いの あつたの は 元 和 元年 四月 二十 九日 だつ 

お お さ かぜ い ばんだん えもんな おゆき 

た。 大阪 勢の 中で も 名 を 知られた 墙団 右衛門 直 之、 

たんな わろ くろうび ようえ しげ まさ 

淡 輪 六 郎兵衛 重 政 等 はいずれ もこの 戦いの ために 打ち 

きん ごへい さ もの 

死した。 殊に 熇団 右衛門 直 之 は 金の 御幣の 指し物に 

十文字の 槍 を ふりかざし、 槍の柄の 折れる まで 戦った 

後、 樫 井の 町の 中に 打ち 死した。 

四月 三十日の 未の 刻、 彼等の 軍勢 を 打ち破った 

あさのた じ まの かみな が あきら おおごしょ とくが わい え やす 

浅 野 但馬守 長晟は 大御所 徳川家 康に 戦いの 勝利 を 報じ 

た 上、 直 之の 首 を 献上した。 (家康 は 四月 十七 日 以来、 



にじょう ひで ただ 

一 一条の 城に とどまつ ていた。 それ は 将軍 秀忠の 江戸 か 

じょうらく のち 

ら 上洛す るの を 待った 後、 大阪の 城 をせ める ためだつ 

けら い せき そ う ベ え 

た。) この 使に 立った の は 長晟の 家来、 関宗 兵衛、 

てら かわさ まの すけ 

寺 川 左 馬 助の 二人だった。 

ほんだ さどの かみ まさず み 

家 康は本 多 佐 渡 守 正 純に 命じ、 直 之の 首 を 実検し よ 

ま くび おけ ふた 

うとした。 正 純 は 次ぎの 間に 退いて 静に首 桶の 蓋 をと 

まんじ 

り、 直 之の 首 を 内見した。 それから 蓋の 上に 卍 を 書き、 

のち 

さらに また 矢の 根 を 伏せた 後、 こう 家康に 返事 をした。 

なお ゆき ほお くぴ 

「直 之の 首 は 暑中の 折から、 頰 たれ 首に なって おり ま 

す。 従って 臭気 も 甚だし ゆう ございます ゆえ、 御 検分 

はいかが で ございましよ うか？」 



う 名の 女だった。 

ばんだん えもん さむらい おおごしょ そな 

「墒団 右衛門 ほどの 侍 の 首 も 大御所の 実検に は 具え 

それがし ひとて 

おらぬ か？ 某 も 一手の 大将だった もの を。 こうい 

はず か たた 

う 辱 しめ を 受けた 上 は 必ず 祟り をせ ずに はおかぬ ぞ。 

…：- J 

古 千屋は つづけさ まに 叫びながら、 その 度に 空中へ 

おど なんに よ 

踊り 上ろうと した。 それ はまた 左右の 男女た ちの 力 も 

す さま 

ほとんど 抑える ことの 出来ない ものだった。 凄じい 

古 千屋の 叫び声 はもち ろん、 彼等の 彼女 を 引 据えよう 

とする 騒ぎ も 一 かたならない のに 違いなかった。 

さわ とくが わい え やす 

井伊の 陣屋の 騒がしい こと はおの ずから 徳川家 康の 



あいだ そそ 

間 はじつ と 首へ 目 を 注いで いた。 直 之の 首は頰 たれ 

しゃくどういろ ほんだ まさず み 

首ではなかった。 が、 赤銅色 を 帯びた 上、 本 多 正 純の 

い つたよう に 大きい 両眼 を 見開いて いた。 

「 ザ J れ で墒団 右衛門 も 定めし 本望で，) /ざ いましょう。」 

旗本の 一 人、 —— 横田甚 右衛門 はこう 言って 家康に 

一 礼した。 

しかし 家 康は頷 いたぎ り、 何とも この 言葉に 答え 

なかった。 のみならず 直 孝 を 呼び寄せ ると、 彼の 耳へ 

口をつける ようにし、 「その 女の 素姓 だけ は検 ベて お 

けよ」 と 小声に 彼に 命令した。 



召し、 彼女の 素姓 を 尋ねて 見る ことにした。 彼女 はこ 

ういう 陣屋に いるに は 余りに か 細い 女だった。 殊に 肩 

の 落ちて いるの はもの 哀れよりも むしろ 痛々 しかった _ 

うま 

「そち は どこで 産れ たな？」 

げいし ゆうひろ しま ごじょう か 

「 芸州広 島の 御城 下で ございます。」 

直 孝 はじつ と 古 千屋を 見つめ、 こういう 問答 を 重ね 

のち おもむろ 

た 後、 徐 に 最後の 問 を 下した。 

ばん 

「そち は墒の ゆかりの ものであろう な？」 

古千屋 ははつ としたら しかった。 が、 ちょっと ため 

ら つた 後、 存外 はっきり 返事 をした。 

はず か 

「はい。 ぉ羞 しゅう ございま すが ：••： 」 



何 か 敵勢に でも 向い合った ようにこう 堂々 と 返事 をし 

た。 —— 

あざむ 

「いや、 おれ は 欺かれ はせ ぬ。」 

(昭和 一 一年 五月七日) 
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